
多摩川緊急治水対策プロジェクト
①被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策）

＜令和6年2月末時点における進捗状況＞
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多摩川緊急治水対策プロジェクト
①被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策）

〈令和元年１０月台風第１９号の課題〉

◼ 多摩川は、都市部の人口が密集した石原水位観測所（東京都調布市）から田園調布（上）
水位観測所（東京都大田区）の区間で氾濫危険水位を大きく超過

◼ これまでも、安全に流下させるための対策を進めてきましたが、より一層の治水対策を推進

〈今後の方向性〉

⇒ 被害の軽減に向けた治水対策の加速化

〈主な取組メニュー〉

◼ 洪水処理能力を向上させる取組
・河道の土砂掘削、樹木伐採による水位低減
・流下阻害の横断工作物（大丸用水堰）の改築
・世田谷区玉川地区の堤防整備（掘削土を活用）
・既存ダムの洪水調節機能強化
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＜再掲＞
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＜令和５年度更新＞



洪水処理能力を向上させる取組（河道の土砂掘削、樹木伐採、堤防整備）

○河道の流下能力を向上させる取組として、河道内の土砂掘削、樹木伐採により水位低減
を図るとともに、掘削土を活用して堤防整備を進めていきます。

河道内の土砂掘削事例 樹木伐採の事例 堤防整備事例

before

after

①被害の軽減に向けた治水対策の推進

取組内容
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洪水処理能力を向上させる取組（流下阻害の横断工作物（堰）の改築）

○河道の流下能力を向上させる取組として、洪水の流下を阻害している堰の改築を進めて
いきます。

堰の改築

堰改築のイメージ

堰改築前の水位水位低減

堰改築後の水位

堤防堤防

堰改築後の河床

堰改築前の河床

（横断工作物）

①被害の軽減に向けた治水対策の推進

取組内容
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Ｒ５年度河道掘削施工中箇所

Ｒ１～Ｒ４年度河道掘削実施箇所

Ｒ６年度以降河道掘削実施予定箇所

神奈川県

中流部（22.4k付近～33.4k付近）
河道掘削範囲

掘削完了 ：約 26万m3
R5年度施工中 ：約 4万m3
R6年度以降予定：約 49万m3

東京都

東
京
湾

多摩川→

府中市
調布市

狛江市

世田谷区

稲城市

多摩市

川崎市
多摩区 川崎市

高津区

川崎市
中原区

川崎市
幸区

川崎市
川崎区

大田区

多摩川緊急治水対策プロジェクト＜河道掘削＞

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河道掘削

（約139万m3）
33% 7% 60%

下流部（3.8k付近～8.4k付近）
河道掘削範囲

令和5年9月撮影

中流部河道掘削

掘削完了 ：約21万m3
R5年度施工中 ：約 5万m3
R6年度以降予定：約34万m3

※R6年2月末時点の情報となります。現地の状況により今後変更となる場合がございます。

■R4年度迄完了 ■R5年度施工中 ■R6年度以降予定

【令和6年2月時点】

６

令和６年１月撮影

中流部河道掘削（しゅんせつ）

←多摩川

下流部河道掘削

令和5年11月撮影

←多摩川



た ま がわ

東
京
湾

東京都

神奈川県

※R6年3月1日時点の情報となります。現地の状況により今後変更となる場合がございます。

調布市

世田谷区

川崎市
多摩区

稲城市

多摩市

府中市

大田区

川崎市
高津区

川崎市
中原区

川崎市
川崎区

多摩川緊急治水対策プロジェクト Ｒ５年度河道掘削実施箇所位置図

位置図 ：国河川管理区間

狛江市

川崎市
幸区

多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ｒ４多摩川小柳町河道掘削他工事

（東京都府中市小柳町六丁目地先）

＜実施内容＞

河道掘削 V=18千m3

多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ｒ４多摩川上河原堰上流河道浚渫工事

（神奈川県川崎市多摩区菅稲田堤地先）

＜実施内容＞

河道浚渫 V=10千m3

多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ｒ４多摩川上布田町河道浚渫工事

（東京都調布市上布田地先）

＜実施内容＞

河道浚渫 V=10千m3

多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ｒ４多摩川六郷河道浚渫工事

（東京都大田区西六郷地先）

＜実施内容＞

河道浚渫 V=47千m3

多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ｒ４多摩川南六郷河道掘削他工事

（東京都大田区南六郷地先）

＜実施内容＞

河道掘削 V=11千m3

河道掘削範囲

河道掘削範囲

（契約済）

（契約済）

（契約済）

（契約済）

（契約済）

▼ Ｒ４多摩川上河原堰上流河道浚渫工事 浚渫状況

▼ Ｒ４多摩川上布田町河道浚渫工事 ふるい分け状況

▼ Ｒ４多摩川南六郷河道掘削他工事 ふるい分け状況

▼ Ｒ４多摩川六郷河道浚渫工事 浚渫状況

７
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令和6年度 河道掘削工事予定位置図（多摩川） ※令和６年３月時点

Ｒ５多摩川六郷河道浚渫工事
（東京都大田区西六郷地先）
＜工事概要＞ 河道浚渫 約 80,000m3

Ｒ５多摩川南六郷河道掘削工事
（東京都大田区南六郷地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 25,000m3

Ｒ５多摩川押立町河道掘削（その１）工事
（東京都府中市押立町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 20,000m3

Ｒ５多摩川中流河道掘削工事
（神奈川県川崎市多摩区菅野戸呂地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 35,000m3

Ｒ５多摩川押立町河道掘削（その２）工事
（東京都府中市押立町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 20,000m3

Ｒ５多摩川押立町河道掘削（その３）工事
（東京都府中市押立町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 15,000m3Ｒ５多摩川大丸河道掘削工事

（東京都稲城市大丸地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 約 20,000m3

※R5年12月時点の情報となります。現地の状況により今後変更となる場合がございます。

○令和６年度の多摩川緊急治水対策プロジェクトにおける河道掘削は、令和元年東日本台風と同規模
の洪水に対して、水位を低下させ、多摩川の氾濫を防止するため、東京都大田区、神奈川県川崎市
地先などにおいて、約21.5万m3の河道掘削を予定している。
※なお、令和６年度当初予算により令和6年度河道掘削箇所を追加する場合があります。
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多摩川

兵庫島公園

土堤部（完成堤） 120ｍ

完成堤
70ｍ

暫定堤
95ｍ

土堤部 165ｍ

多摩川緊急治水対策プロジェクト＜堤防整備（世田谷区玉川地区）＞

令和4年12月撮影

特殊堤区間整備状況（下流側）

➢ 世田谷区玉川地区では、無堤防区間から溢水を防止する対策として約540m区間の堤防整備を行っています。
➢ これにより、令和元年東日本台風と同等規模の洪水が起こった場合でも洪水を安全に流下させ、多摩川からの氾濫に

よる浸水被害を防止します。

⼆
⼦
⽟
川
駅

堤 防
土堤部 特殊堤 土堤部

高水護岸

低水護岸

堤防整備 ：540ｍ

施工中

施工済

施工中

施工済

施工済（逆T擁壁設置）

施工中

施工中

＜進捗状況＞

施工中

施工中

谷
川
排
水
樋
管施工中

【令和6年2月時点】

未施工

施工中

施工済

９

土堤区間 整備状況

令和６年２月撮影

令和６年２月撮影

特殊堤区間 整備状況

多
摩
川→

令和６年２月撮影



多摩川緊急治水対策プロジェクト＜堤防整備（世田谷区玉川地区）＞
【令和6年2月時点】

←
野
川

（令和４年８月撮影）

特殊堤区間 整備状況（令和６年２月撮影）

上流側土堤区間 整備状況（令和６年１月撮影）

（令和３年９月撮影）

下流土堤区間 整備状況（令和６年２月撮影） １０



◆令和元年東日本台風において、大丸用水堰付近で計画高水位(ＨＷＬ)を
右岸側(稲城市)で約1.35m超過、左岸側(府中市)で約0.6m超過。

大丸用水堰改築の必要性について
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大丸用水堰の対策について

床止帯工

取水施設

堤外水路

対策メニュー
○既設用水堰の撤去、床止の設置

○帯工の設置；河床低下防止（河川管理施設）
○取水施設、堤外水路設置；既設用水樋管へ導水（付帯工事）

低水護岸 （R3）

（R4）

（R4）

（R4）

（R4～R6）

多摩川

※（ ）の施工時期については、R3.4時点のものであり、今後、変更となる場合があります。

32.8k

A

A’

HWL

HWL

現況

計画

堤外水路

A A’

低水護岸

A A’

掘削

造成
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大丸用水堰改築、土砂掘削による水位低下効果

⚫ 現在の大丸用水堰を撤去し、床止め、帯工を設置し、大丸用水堰上流に堆積した土砂の掘削を行います。
⚫ 大丸用水堰の改築と土砂の掘削により、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対して、堰付近で約１．５
メートルの水位低下を見込んでいます。

多摩川

帯工

新床止

多摩川

R2.4撮影

※土砂掘削の深さ及び範囲については、現地状況を踏まえ、決定します。

大丸用水堰付近で
約1.5m水位低下見込み

13
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東京都
稲城市

東京都
府中市

JR南武線多摩川橋梁

多摩川

東京都多摩川流域下水道
南多摩水再生センター

多摩川衛生組合
クリーンセンター多摩川

多摩川緊急治水対策プロジェクト ＜大丸用水堰改築＞

➢ 大丸用水堰の改築は、現在の堰を撤去して床止め、帯工を設置し、堰上流に堆積した土砂の掘削を行います。
➢ これにより、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対して、堰付近で約1.5メートルの水位低下を見込んでいます。
➢ また、取水施設や堤外水路を整備し、既設樋管と接続することで、取水を確保します。

既存堰撤去、床止工等整備状況

既存堰撤去（施工中）

⇒ 床止工（施工中）

高水敷整正（済）

高水敷整正（施工中）

樋管接続工（施工中）

取水施設（済）

未施工

施工中

施工済

高水敷整正（未）

【令和6年2月時点】

１４

令和６年２月撮影

右岸堤外水路設置状況

令和６年１月撮影



多摩川緊急治水対策プロジェクト ＜大丸用水堰改築＞
【令和6年2月時点】

１５（右岸）帯工を設置状況。（令和５年５月撮影）

既存堰撤去、床止工整備状況。（令和６年２月撮影）

（令和５年１１月撮影）

堤外水路整備状況。（令和５年３月撮影）



既存ダムの洪水調節機能の強化

○ダムによる洪水調節は、下流の全川にわたって水位を低下させ、堤防の決壊リスク
を低減するとともに、内水被害や支川のバックウォーターの影響を軽減する有効な
治水対策です。

○水害の激甚化等を勘案し、緊急時において既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最
大限活用できるよう検証・検討を行い、既存ダムの有効活用を行っていきます。

河川管理者と全てのダム管理者等と
の間で、水系毎の協議の場を設置。
水系毎に治水協定を締結。

水系毎に、ソフト対策及びハード対策
を有効に組み合わせた工程表を作成。
工程表に基づき、必要な措置を実施。

工程表に基づき、優先的に対応する
ダムについて、事前放流の操作規程
等の変更や実施要領策定の手続きを
実施。

＜水系毎の治水協定の締結＞
（R2.5まで）

＜水系毎の工程表の作成＞
（R2.6まで）

＜操作規則等の変更、
実施要領の作成＞

多目的ダムの事前の放流 利水ダムの事前の放流

※既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針（令和元年12月12日 既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議）をもとに作成

※放流設備の改良等が必要なものは効果が高いものから順次実施を検討

有効活用のイメージ
主な取組

①被害の軽減に向けた治水対策の推進

取組内容

16
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◼ 多摩川水系において、河川管理者である国土交通省並びダム及び関係利水者は「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」
に基づいた「多摩川水系治水協定」を締結。

◼ 河川について水害の発生の防止等が図られるよう同水系で運用されているダム（小河内ダム （東京都水道局）、白丸調整池（東京
都交通局））の洪水調節機能強化を推進します。

多目的ダムの事前の放流 利水ダムの事前の放流

※放流設備の改良等が必要なものは効果が高いものから順次実施を検討

有効活用のイメージ

17

令和2年5月27日締結

既存ダムの有効活用（多摩川水系治水協定） ＜再掲＞



被災箇所

凡例

◼ 多摩川・浅川では21箇所において堤防や河岸等の被災が発生しました。
◼ 令和3年3月までにすべての災害復旧工事が完了しました。

河川堤防や河岸等の被害概要

18

令和元年東日本台風による河川堤防や河岸等の災害復旧工事完了状況

神奈川県川崎市中原区上丸子天神町

（令和３年3月撮影）

東京都羽村市玉川一丁目地先

東京都狛江市元和泉三丁目地先

（令和３年3月撮影）

（令和３年3月撮影）

＜再掲＞


